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【目的】 
認知症予防のために、早期の認知機能低下を評価する必要がある。認知機能の低下は、
注意、記憶、計画能力が早期から障害される。本研究では、早期から障害されやすい能力
の中でも、前頭前野機能にかかわる注意機能に注目した。注意機能を評価することができ
る課題としては二重課題を用いることとし、課題中の前頭前野活動が若年健常成人と地域
在住高齢者とで異なるかを検討した。また、二重課題時の脳血流反応と注意機能評価であ
る Trail Marking Test（以下、TMT）との関係を調べ、二重課題実施時の脳血流反応が前
頭前野機能評価として有用であるかを明らかにすることを目的とした。  
【方法】 
若年健常成人 24 名（27.6±6.2 歳、男性 14 名、女性 10 名）、地域在住高齢者 62 名（75.7
±7.0 歳、男性 15 名、女性 47 名：MMSE 得点 28.4±1.8 点）を対象とした。条件は単一課
題条件（計算課題、足踏み課題）、二重課題条件（計算しながらの足踏み課題）の 3 条件と
し、対象者に 3 条件をランダムに 3 セット行わせ、前頭前野領域の脳血流反応を日立メデ
ィコ社製 光トポグラフィ装置 ETG-7100 にて測定した。各条件は 30 秒間行わせ、条件間に
は 30 秒の休憩課題を行わせた。また、高齢者には認知機能検査として MMSE と TMT-A、TMT-B
を行った。測定指標は、二重課題能力として二重課題実施時の計算正答率と足踏み回数、
脳活動指標として各条件時の平均 oxy-Hb 値から安静時の平均 oxy-Hb 値を引いたΔoxy-Hb
（以下、Δoxy）、注意機能評価として TMT-A、B の所要時間を用いた。  
【結果】 
若年健常成人と高齢者を比較した結果、二重課題能力は計算正答率において若年健常成
人よりも高齢者の方が有意に低い値となり（P<0.01）、足踏み回数は両群間に有意な差を認
めなかった。脳血流反応では、二重課題時のΔoxy に有意な差を認め、高齢者の方が高い
値を示した（P<0.01）。また、二重課題時のΔoxy は TMT-B 所要時間と有意な負の相関を認
めた（r=0.28、P<0.05）。 
【考察】 
本研究の結果、高齢者において二重課題能力が低下しているにもかかわらず、二重課題
実施時には若年者よりも有意に高い脳血流反応を示した。これは、高齢者には二重課題と
いう課題負荷が高く、認知的な処理機能を要求したことで、前頭前野活動が生じたためと
考えられる。また、この時に生じた脳血流反応は注意機能評価である TMT-B と有意な関係
を認め、注意機能が低下している（ TMT-B 所要時間が長い）ほど、低い脳血流反応を示す
結果となった。これは注意機能の低下によって前頭前野の活動が低下したためと考えられ
る。以上のことから、二重課題は高齢者に対して前頭前野活動を賦活する課題であり、さ
らにその際に生じる脳血流反応は注意機能に関連したものであることが示唆された。二重
課題時の脳血流反応は注意機能評価として有用であり、且つ二重課題を用いたリハビリテ
ーションを実施することで高齢者の前頭前野を賦活し、注意機能の向上が見込まれる可能
性がある。 
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